
国際日本研究国際日本研究国際日本研究国際日本研究センターセンターセンターセンター    海外大学海外大学海外大学海外大学・・・・機関機関機関機関    調査表調査表調査表調査表    

    訪問先 UCLA（アメリカ合衆国）、エル・コレヒオ・デ・メヒコ（メキシコ大学院大学、メキシコ） 調査日時 2010 年（平成 22 年）3 月 15 日 ～ 3 月 22 日（8 日間） 調査対象機関・学科・個人名 UCLA では Center for Japanese Studies の資料調査、East Asian library司書のマルラ俊江氏。 エル・コレヒオ・デ・メヒコでは、Tanaka Michiko 教授、Yoshie Awaihara教授、Amauri Garcia 教授の三人。 訪問目的 1．UCLA 東アジア図書館司書からみた日本研究に対する現状と要望 
2．日本語文献の電子化と中国語、朝鮮語の電子化状況と日本研究への影響 
3．エル・コレヒオ・デ・メヒコが南米の日本語学科創設に果たしてきた役割 
4．東京外国語大学および国際日本研究センターへの要望 調査方法 項目に従ったインタヴュー：写真・録音記録 
Tanaka Michiko 教授からは、日本研究科の修士・博士課程修了者リスト、修士論文・博士論文リストなどの基本資料を提供していただいた。 調査結果 【機関の性格】 調査対象は以下のとおり。 
UCLA・Terasaki Center for Japanese Studies 
Terasaki Center for Japanese Studies は UCLA の学部・大学院の日本研究プログラムに協力しながら、独自のファンドやフェローシップを有している。 
UCLA East Asian library 全米有数の東アジア関係図書館（143,000 冊の日本関係文献を含む） 
 エル・コレヒオ・デ・メヒコ（メキシコ大学院大学）日本研究科 以下の項目については、別紙添付資料を参照。 【日本にかかわるコース概要・開講科目について】 【上記のコースの運営・科目開講にかかる問題・努力】 【上記のコース・科目にかかわる教員について】 教員数、専門分野、学位の種別など 【上記のコース・科目を履修した卒業生の進路について】 



 【まとめ】 
 UCLA・East Asian library 司書のマルラ俊江氏は、日本語文献の電子化が中国語、朝鮮語のそれと比べて遅れていることから、研究の質量の縮小がみられるとの示唆があった。エル・コレヒオ・デ・メヒコでは、Tanaka Michiko教授、Yoshie Awaihara 教授、Amauri Garcia 教授の三人にインタビューをおこなったが、Tanaka Michiko 教授からは、日本研究科の修士・博士課程修了者リスト、修士論文・博士論文リストなどの基本資料を提供していただいた。また、南米における日本語学科の創設にコレヒオが果たしてきた役割を説明していただいた。さらに、東京外国語大学および国際日本研究センターへの要望として、コレヒオからの中短期の研究者派遣を検討してほしいなどの提言をいただいた。 備考 【東京外国語大学との関係（外語大卒業生の有無など）】なし 以下については報告文を参照 【連絡先】 窓口になっていただく方がいれば個人名も 【受け渡し資料】  

 

 調査担当者：  友常勉      
















